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　　CA エ シ ス テ ム （ L − TUTOR ） の 開 発

　　Creati，g． A．C。，p、t，・ Assi ・t・d　l・・tructi ・・ Sy・t・・（レ TUTOR）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊橋技術 科学 大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野 　澤　　和　典

1，目的

豊橋瀟 科獣 学 は工学 騨 袱 学で あ り・黻 す ・戦 の 鵬 ・欝 専 門学校・工 業

謙 、普齲 校、更 には膕 人戦 と多岐に わ た ・ て … そ 緻 ・ 外国語 （特 に英語 ）

教 育の 充実 に対す る弥 ・要求 ・ 関心 力｛あ りなが ら・

　A ．到達 してい る学力が まち まちで ある、

　B 。外国語 備 に 英語 ）に 弱 点を持つ ・

c 演 駄 実習に 多 くの 黼 輙 られ ・ 粉 な 予習 ・耀 の 黼 が ない ・

とい う問題が ある 。

一方、工 学 部の 単科大学で あるが 故 に、

　D ．学生は コ ン ピュ
ーターな ど技術 的に は関心が あ る、

　E ，情 報工 学の 専門家 との 協力が 容易で ある、

、灘 黥 譫 璽 禦 i緞雛 撫 整 ・ て ・ ・・ …

。 た舘 の 下 で、外鴎 縮 の 縮 方法改善に CA ・ シ ス テム の 醗 雄 め て きて v’

うが・

そ

鴬軸 。め。 ，。。、。櫓 ・と して の 英・、黝 鰍 して の ・イツ語 ま

　　　た は フ ラ ン ス 語、そ の 他の 魍 語と … 移 種 の 謡 を繝 で きる ・ ン ピ ュ
”” m

　　　 環境 を実現す る、

B ．外国語攤 獺 が容 易に 糊 で きる よ うな CA ・シ ステム 硼 発 雄 め る・

　c ． CAr シ ス テム の 繝 に よ り、髏 あ る い は驟 外 での糶 の 鱆 化醐 待で きる

　　　 教材を開発す る こ と、

　D 瀾 発 し た CA ・シ ス テ ム に よる稲 鏃 を して ・ そ の 効果 を贓 す るこ と・

E ，鬮 工 縣 の 獺 等 と膕 語 脳 獺 の 効 覊 な 協 力   擁 立 す
う

こ と・

で ある 。

2 。研究 ・開 発の 方法

本 研究にお い て は汰 轍 離 鱒 改善纖 （
一瀚 ）の 財政的 齣 を昭 和 61 年度か

ら受け s 脯 よ リコ ン ピ ・
一タ鯏 用 した留戦 の 拗 の 躰 騨 育鰤 的 CAI （講

皺 援型鞴 ・ シ ス テ ム の 醗 を行 ・ て きて・ る黼 工 学 系の 獺 大゚学 院戦 の 専醐

知 識と枝 術的 協 力を得 て共同研 究の 体制 を と っ て きてい る 。

各外国語担当獺 は そ れぞれ の 具 体鵬 縢 を纐 にお い て・ コ ン ビ ュ
閏タ

ーの 縦 が

生 か せ る よ うな 各書語の学 習教材の 開発を行 っ て きて い る。
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3 ． シ ス テ ム の 内容

　　
語
餐

飆 二醗 され た・ A ・ シ ・ テ ム ・ま謂 磁 大岩 ・駘 研究 グル ヴ 鰡 学生 向
け躰 語 CAI シ ス テム （J −

・ U ・ 。・ ・ を基 瞰 善 ・鰔 したもの で 、 多勸 言言吾、：
対 応で きる CAI シ ス テ・ （L − T ・ ・… であ・ ． 主 な特徴は以 下の 勧 で ある 。

　　
A ・翻 製儲 は 臆 の 踊 形式 を選 U・k 問馼 や 解鱒 蠅 齦 の デ ．

タ を与 え る だ
　　　　けで、 シ ス テム を使用で きる 。

　　
B 讙 物 謡 鬪 応す砧 齔 して ・ 他の パ ソ ・ ン ・ ベ ース の ジ。 テム に 見 られ る よ

　　　　
うな フ ゜ ン トエ ・ ド ヴ ・ セ ・ 肪 式で はな く、 ・ クセ プ タ・ デ。 。 プ 、イヤ旗

　　　　
を用 い た・ こ 褓 ・ ・ ン トエ ・ ド ヴ 吐 ・ 肪 式の 持・ 囎 な劫 。

．ドの 変
　　　　更 手順を解消す る ためで ある 。

　　
c ・鰡 渤 ゜ グ臟 として は・ 韆 韵 キ ー

肋 の タイ ミ ・ グ まで 収築 で きる よ うに

　　　　
して あ る・ こ れに より・轄 韵 騰 率等 に基 づ く頒 の よ うな鞴 な黼 黼 の

　　　　
み な らず・轄 韵 解答 腰 し塒 間を利用 す 礁 よ りきめ融 な 囀 を倣 る

　　　　CAI シ ステ ム の構築が 可能で ある e

・ごヨ蠶 鶯 熱 膿 と；置謝 謝 課 農蹴
／
た

サ リン グ ’ シ ステ・ ）が 完成 して V・な ・ ため ．　 ￥kag・ 。 テム C、 M 、 ， ES 。98

謬 鯊韈磁 ；；鬻避
成 嚇 嚇 送 ・て ・ ・鵡 黼 プ

4 ． ソフ トウエ アの 内容

葵語翻 につ い … 翫 舷 発氤 f翻 句等の 躰 的な もの か ら黻 され た レ ッ
ス ン（Kn°w

　
V°u「　E・gl’・h・ Ser・es）旧 本文化を酵 習する レ 。 ス ン （・、，、，ese． G1。ssa ，ySe「’es）・ H米 ’ ミ ・ ・ ケ ーシ ・ ン の 上匕較 燗 す る レ ・ ス ン、 ・ 。 EFL 受覦 の 練習關

軅賜齧蠶 薨農驪 護鸞鸞 蟹総
重要・文法事 項・

5． シ ス テ ム の 利用 状況

黼 黼 にお い ・ ；・・　 ￥成元韈 姻 力・ ・髀 処理 ・ ・ タ ーの 端末室 。設置され 。 い 。

鸚灘轢騫嚢ll驫1攤 鐘鑿
6 ． まとめ と課題

現在の もの か らマ ル チ ・・ デ ・ ア ・ A ・シ ス テム へ の 発展 可能性 繝 題点 を提起す 。 ．
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